
津
屋
崎
行
政
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業
費

令
和
６
年
４
月
の
津
屋
崎
郷
づ
く

り
交
流
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け
て
、

津
屋
崎
行
政
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事

及
び
貸
館
用
備
品
を
購
入
す
る
費
用

７
５
４
万
円

社
会
体
育
施
設
整
備
事
業
費

経
年
劣
化
に
よ
る
不
具
合
が
発
生

し
て
い
る
福
間
体
育
セ
ン
タ
ー
の
屋

根
お
よ
び
外
壁
の
改
修
工
事
費
用

９
６
５
５
万
円

小
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業
費

　

宮
司
地
区
に
新
設
す
る
小
学
校
建

設
地
の
造
成
工
事
を
行
う
費
用
。
令

和
５
～
７
年
度
の
継
続
事
業
、
総
事

業
費
９
億
５
０
０
０
万
円　

１
億
６
０
０
０
万
円

①
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
一
般
管
理
費

②
事
務
局
一
般
管
理
費

市
の
主
要
な
公
共
施
設
の
女
子
ト

イ
レ
や
多
目
的
ト
イ
レ
、
お
よ
び
小

中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

を
設
置
す
る
費
用　

①
10
万
円

②
85
万
円

①
農
業
振
興
一
般
管
理
費

②
水
産
振
興
一
般
管
理
費

原
油
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
認
定
農
業
者
、
漁
業
者
等
を
支

援
す
る
た
め
、
燃
油
の
購
入
費
の
一

部
を
補
助
す
る
費
用　

①
３
０
０
万
円

②
１
０
０
万
円

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

事
業
費

物
価
高
騰
の
影
響
を
特
に
受
け
る

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を

す
る
費
用　

４
６
６
４
万
円

意
見
書

保
育
士
等
の
配
置
基
準
の
見

直
し
等
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　
福
井　
崇
郎

賛
成
多
数
で
可
決

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に

関
す
る
意
見
書

提
出
者　
石
田 

ま
な
み

賛
成
多
数
で
可
決

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算　
11
億
８
０
６
４
万
円
を
追
加
し

総
額 
３
０
５
億
７
０
５
９
万
円

９月定例会の流れ
▲改修工事を行う福間体育センター

▲市内の農地

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ

①福津市の郷づくりの数は?
②令和5年3月の福津市の人口は?
③小中学校トイレ洋式化事業の総額は?

ヒントは、ページをめくって私を探してね。

直
近
の
定
例
会
の
内容をお知らせします。

９月
定例会

❶市長から議案の提案
説明	 ８/29㊋
❷委員会付託
　常任委員会に審査を付

託	 ８/29㊋
❸予算審査特別委員会
設置・付託

　予算議案の審査を付託
　８/29㊋

❹決算審査特別委員会
設置・付託

　決算議案の審査を付託
　８/29㊋

❺一般質問 　 
８/30㊌～９/ ４㊊

❻予算審査特別委員会
　９/ ６㊌

❼常任委員会
　総務文教委員会
　市民福祉委員会
　建設環境委員会

９/ ７㊍～９/11㊊
❽決算審査特別委員会
　９/12㊋、９/15㊎、９/19㊋
❾委員長報告
　各常任委員会・予算審

査特別委員会・決算審
査特別委員会の審査結
果報告	 ９/21㊍
❿討論
　賛否を表明し議論を交

わす　　　　 ９/21㊍
⓫採決
　議案の可否を決定

９/21㊍
⓬追加議案の提案説明

　９/21㊍
⓭質疑、討論、採決

　９/21㊍
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常 任 審委 査員 報会 告 議案等を常任委員会で議論し、
審査した結果の報告です

　

宮
司
公
民
館
廃
止
に
伴
い
、
生
涯

学
習
等
の
振
興
を
促
し
、
市
民
の
健

康
維
持
を
目
的
と
し
て
、
宮
司
運
動

ホ
ー
ル
を
設
置
す
る
た
め
。

主
な
質
疑

　
　

ホ
ー
ル
を
残
す
う
え
で
、
課
題

で
あ
っ
た
補
修
等
の
対
応
は
。

　
　
最
低
限
の
補
修
を
予
定
。

　
　

条
例
は
、
令
和
９
年
３
月
31
日

限
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
３
年
間
に

設
定
し
た
理
由
は
。

　
　

宮
司
地
区
に
建
設
予
定
の
、
小

学
校
体
育
館
の
新
設
ま
で
の
期
間
と

し
て
い
る
。

　

新
設
小
学
校
建
設
事
業
用
地
と
し

て
財
産
を
取
得
す
る
も
の
。
こ
れ
で

取
得
完
了
と
な
る
。（
委
員
会
で
は
否

決
だ
っ
た
が
、
本
会
で
可
決
）

主
な
質
疑

　
　

今
回
、
土
地
の
取
得
が
済
ん
だ

が
、
全
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変

更
は
あ
る
か
。

　
　
令
和
９
年
４
月
開
校

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変
更

は
な
い
。（

総
務
文
教
委
員
会
審
査
報
告
）

▲宮司公民館ホールの内部▲新設校の計画地

宮
司
運
動
ホ
ー
ル
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

賛
成
少
数
で
否
決
本
会
可
決

　

子
ど
も
が
安
心
し
て
成
長
す
る
環

境
を
整
え
る
た
め
に
、
子
ど
も
の
権

利
条
例
の
制
定
を
求
め
る
。

主
な
討
論

　
　
　

全
国
の
虐
待
相
談
は
増
加
し

て
お
り
、
福
津
市
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
。

子
ど
も
が
個
性
に
応
じ
た
成
長
を
保

障
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
全
て
の
子
ど
も
が
尊
重
さ
れ
、

成
長
、
発
達
が
保
障
さ
れ
る
施
策
を

進
め
る
た
め
、
救
済
機
関
の
設
置
を

含
む
子
ど
も
の
権
利
条
例
が
必
要
。

　

認
証
業
務
に
関
す
る
国
の
法
律
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
関
連
す
る
市
の

条
例
を
改
正
す
る
。

主
な
質
疑

　
　
市
の
負
担
は
ど
の
位
か
。

　
　

市
の
シ
ス
テ
ム
の
変
更
は
な
い

の
で
、
費
用
は
発
生
し
な
い
。

　
　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
増
加
す
る
と

み
ら
れ
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　

業
務
が
効
率
化
し
、

利
用
者
の
利
便
性
が
高
ま

る
と
考
え
る
。

（
市
民
福
祉
委
員
会
審
査
報
告
）

▲こども基本法に基づいた条例の制定を
▲スマホアプリでコンビニでの証明書発行が
　可能に

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
の
制
定
を
求
め
る
請
願
書

賛
成
多
数
で
採
択

手
数
料
条
例
及
び
印
鑑
条
例
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

賛
成

賛
成
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▲福間駅のタクシー乗り場

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
燃
料
費

高
騰
、
従
業
員
の
高
齢
化
、
客
減
少

の
影
響
で
、
公
共
交
通
タ
ク
シ
ー
の

存
続
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
市
に

周
辺
自
治
体
と
同
様
の
事

業
継
続
支
援
を
要
望
す
る
。

主
な
質
疑
・
討
論　
な
し

（
建
設
環
境
委
員
会
審
査
報
告
）

公
共
交
通
事
業
者
の
事
業
継
続
支
援
に
関
す
る
請
願
書

賛
成
多
数
で
採
択

　

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
防

ぎ
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
現
行

の
特
命
随
意
契
約
方
式
か
ら
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
方
式
へ
の
移
行
を
要
望
す
る
。

主
な
討
論

　
　
　

長
年
の
随
意
契
約
に
よ
る
管

理
業
務
の
委
託
に
関
し
て
、
管
理
が

不
十
分
で
あ
り
検
証
が
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
。
利
用
者
に
満
足
な
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
の
は
契
約

形
態
に
不
備
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　

選
定
方
式
に
関
わ
ら
ず
、
行

政
の
管
理
監
督
が
不
十
分
で
あ
れ
ば

同
じ
結
果
に
な
る
。
ま
た
、
漁
協
が

管
理
す
る
漁
港
に
他
の
団
体
が
入
る

と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
と
考
え
る
。

▲漁協が業務委託されている福間漁港施設

福
間
漁
港
施
設
並
び
に
津
屋
崎
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
に
お
け
る

業
務
委
託
管
理
業
者
の
選
定
方
式
移
行
に
関
す
る
請
願
書

賛
成
少
数
で
不
採
択

賛
成

反
対

過
大
規
模
校
お
よ
び
大
規
模
校
４

校
の
校
長
先
生
に
、
過
密
の
実
態
と

要
望
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。

調
査
結
果

過
大
規
模
校
お
よ
び
大
規
模
校
で

は
、
教
育
活
動
を
行
う
上
で
多
く
の

支
障
が
出
て
い
る
。

学
校
に
よ
っ
て
大
小
あ
る
が
、
普

通
教
室
以
外
の
施
設
利
用
が
十
分
に

出
来
て
い
な
い
。
学
級
数
が
多
い
た

め
既
存
の
特
別
教
室
で
は
賄
い
き
れ

な
い
。
家
庭
科
室
や
図
工
室
が
な
い

学
校
も
あ
る
。
体
育
館
、
運
動
場
、

図
書
室
も
利
用
制
限
さ
れ
て
い
る
。

施
設
以
外
で
は
社
会
科
見
学
や
学

年
単
位
の
教
育
活
動
も
受
け
入
れ
先

を
探
す
の
が
困
難
で
あ
る
。

安
全
管
理
の
点
に
お
い
て
も
、
緊

急
時
の
一
斉
移
動
は
危
険
を
伴
い
、

退
避
場
所
の
運
動
場
も
狭
い
た
め
児

童
の
本
人
確
認
も
困
難
で
あ
る
。

過
密
の
懸
念
や
課
題
は
た
く
さ
ん

あ
る
が
、
保
護
者
に
は
学
校
は
安
全

と
の
安
心
感
を
伝
え
て
い
る
の
で
深

刻
さ
は
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

全
体
と
し
て
人
、
施
設
、
予
算
の

増
額
を
求
め
る
要
望
が
出
さ
れ
た
。

当
面
の
対
処
策
の
明
示
を
早
急
に
し

て
ほ
し
い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

日
常
の
安
全
確
保
の
み
な
ら
ず
、

災
害
発
生
時
は
現
状
の
過
密
状
況
で

は
避
難
体
制
や
安
全
確
保
は
困
難
で

あ
る
。
過
密
状
態
の
緩
和
お
よ
び
解

消
は
早
急
に
図
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
短
期
的
に
は
不
足
し
て
い

る
施
設
や
教
職
員
の
確
保
、
校
区
再

編
の
速
や
か
な
実
施
や
校
区
外
通
学

制
度
の
活
用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
案
の
実
現
を
期
待
す
る
。

中
期
的
に
は「
学
校
の
適
正
規
模
・

適
正
配
置
計
画
」を
、
保
護
者
や
地
域

住
民
参
画
で
策
定
し
、
計
画
に
基
づ

い
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
他
の
調
査
項
目

学
校
給
食
の
現
状
と
課
題

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

学
校
過
密
実
態
と
現
場
の
要
望
を
調
査

▲過密化が深刻な福間南小学校

常 任 審委 査員 報会 告議案等を常任委員会で議論し、
審査した結果の報告です

管所 事 務 調 査所管事務調査とは、委員会が所管する
市の事務について行う調査です
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宮
崎
県
日
南
市
の
飫お

び肥
城
下
町
の

公
共
施
設
と
油
津
商
店
街
の
空
き
店

舗
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り

組
み
を
調
査
し
た
。

調
査
結
果

飫
肥
地
区
で
は
、
持
ち
主
が
所
有

継
続
で
き
ず
、
市
へ
空
き
家
等
が
寄

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
所
有
に
は

維
持
管
理
費
が
か
か
る
た
め
、
条
例

改
正
を
行
い
、
普
通
財
産
と
し
て
改

修
を
含
め
て
貸
し
出
し
を
行
っ
た
。

市
が
維
持
管
理
費
を
か
け
ず
に
賃

貸
収
入
を
得
ら
れ
る
仕
組
み
を
構
築

し
、
民
間
事
業
者
の
自
由
度
の
あ
る

活
用
を
引
き
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

宿
泊
客
の
増
加
と
雇
用
の
増
大
に
寄

与
し
て
い
る
。

油
津
商
店
街
で
は
、
中
心
市
街
地

活
性
化
事
業
で
全
国
に
向
け
て「
ま
ち

の
再
生
請
負
人
」を
公
募
し
、
３
３
３

人
の
中
か
ら
選
考
を
行
っ
た
。
平
成 

25
年
７
月
か
ら
活
動
を
開
始
。
４
年

間
で
Ｉ
Ｔ
企
業
等
29
店
舗

の
誘
致
に
成
功
し
た
。

委
員
会
と
し
て
の
意
見

公
共
施
設
で
あ
る
夕
陽

館
を
行
政
財
産
か
ら
普
通

財
産
に
変
更
し
、
民
間
事

業
者
が
改
修
を
含
め
た
利

活
用
で
賃
料
収
入
が
得
ら

れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

進
め
る
上
で
、
専
門
的
な

知
識
や
経
験
を
持
っ
た
人

材
も
必
須
と
な
る
。

夕
陽
館
を
含
め
津
屋
崎

地
区
の
公
共
施
設
や
空
き

家
・
空
き
店
舗
を
、
民
間

事
業
者
と
連
携
し
て
利
活

用
し
、
面
的
に
活
性
化
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

▲日南市飫肥地区の宿泊施設への空き家活用の事例

宮
崎
県
都
城
市
は
温
暖
な
気
候
に

恵
ま
れ
、
南
九
州
の
食
料
供
給
基
地

と
し
て
中
核
を
成
し
て
い
る
。
特
に
、

農
業
政
策
と
し
て
ス
マ
ー
ト
農
業
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
持
続
可
能
な

農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
都
城
市

の
農
業
の
取
り
組
み
を
調
査
し
た
。

調
査
結
果

都
城
市
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら

令
和
３
年
度
ま
で
ス
マ
ー
ト
農
業
モ

デ
ル
実
証
事
業
を
実
施
し
た
。
市
が

ス
マ
ー
ト
農
業
に
関
す
る
情
報
共
有

と
普
及
推
進
を
図
る
た
め
、
先
進
農

業
者
を
招
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

農
業
者
が
農
機
メ
ー
カ
ー
等
と
連
携

し
て
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
モ
デ
ル

実
証
を
行
っ
た
。 

ス
マ
ー
ト
農
業
を

導
入
し
た
農
業
者
は
個
人
が
34
人
、

法
人
が
21
経
営
体
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
れ
に
よ
り
儲
か
る
農
業

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

委
員
会
と
し
て
の
意
見

都
城
市
は
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
を

市
が
主
体
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
、

本
市
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
本

市
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
ス
マ
ー

ト
農
業
は
、
Ｊ
Ａ
が
主
体
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
国
や
市
の
補
助
事
業
が

連
動
で
き
て
い
な
い
。

市
が
主
導
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
戦
略

に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
方
針
を

農
業
政
策
と
し
て
位
置
付
け
、
積
極

的
な
導
入
実
証
事
業
や
補
助
事
業
を

行
い
、
担
い
手
の
育
成
や
新
規
就
農

者
の
獲
得
な
ど
を
目
指
し
、
普
及
・

促
進
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

持
続
可
能
な
農
業
に
は
、
市
の
積

極
的
な
農
業
政
策
の
推
進

が
重
要
で
あ
る
。

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

持
続
可
能
な
農
業
に
向
け
て
都
城
市
の

ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
を
調
査

▲都城市視察の様子

日
南
市
の
公
共
施
設
と
空
き
店
舗
の
利
活
用
を
調
査

9 議 会 だ よ り  ふ く つ


